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研究成果 

本研究資金を用いて、各研究者がそれぞれのフィールドにおいて調査を行った結果、研究課題として掲げた

「豊穣化の経済」の具体的フィールド調査を実施し、研究成果を公表した。研究代表者（小関）は、本学と大

学間提携及び部局間提携（先方：経済経営研究科、当方：都市経営研究科）を締結しているパドバ大学 Silvia 

Rita Sedita准教授を招へい（2019年度 大阪市立大学 外国人研究者招へい事業）し、京都友禅染のデジタル

化についてのフィールドワークを実施した。パドバ大学での招待講演を実施し、さらに国際学会にて研究成果

（Ozeki & Sedita, 2020）を発表した結果（2019年度 大阪市立大学国際交流促進事業）、欧州の著名な国際学

術誌への論文投稿に招待された。国内事例に関しては、共著にてベンチャー学会に研究成果を発表した（磯貝・

小関, 2019）。本著は、都市においての社会課題を起業機会と捉え、住民が活動する都市空間の新しい利活用

方法を生み出し、地域住民の生活環境の改善や福利向上を実現するビジネスモデルを構築し、利潤を上げる起

業家について論じたものである。さらに、山形や京都の繊維会社で、IoTやセンサーなどの最先端の技術を搭

載した商品を開発し、事業再生に成功した企業のフィールドワークを実施し、近々研究成果を発表する予定で

ある。 

海外事例については、立見が、フランスについて、パリを中心としたアート市場の研究を行った。同市場に

精通する元パリ第４大学のジャンマルク・ルギャール氏に複数回インタビューを行い、またフランスにおける

研究動向に関する文献読解を進めた。現代アートは豊穣化の経済において様々な機会で役割を演じ重要性を増

しているように見える。今日の産業は、ますます無形的で意味的な要素に価値の源泉を求めるようになってい

るが、現代アートは意味や象徴を生産する中核的な活動であり、その市場の仕組みを明らかにすることで広範

なインプリケーションを得ることが期待される。 

ところで、豊穣化の経済において地域は、様々な賦存する諸要素を資源として「発見し」結合させることで

固有の文脈を構築することで、「コレクション形態」（豊穣化の経済に特徴的な価値づけ様式とされる）のもと

で豊穣化されうる。地域の諸資源もまたそうして構築された地域の文脈（＝コレクション）に定位されること

で豊穣化され価値づけられる。なお、上述のアートもそうした文脈を生み出す上でアートプロジェクトのよう

な形で役割を果たしている。立見は、豊穣化の経済、価値づけの仕組み、地域の価値といったキーワードを中

心に理論的な検討を進め、豊穣化の経済における価値づけの仕組みについては、7月のフランス政治経済学会

（Tatemi and Yamamoto, 2019）と、12月の欧州組織学会（Tatemi, 2019）で報告した。また地域の価値と地

域経済を主題に地域経済学会関東支部(立見・長尾、2019)、地域経済学会大会（立見,2019）で報告を行った。 

藤田は、産業集積地域において、地元工業高校が人材育成・起業人材排出に果たす役割について、最盛期の

1/2 にまで規模を縮小しつつある長野県諏訪地域を事例に調査・検討した。卒業名簿から諏訪地域の工業高校

機械化卒業の生徒の進路を分析し、少数ながらも卒業時点において家業を承継し、集積の維持に一定の役割を

果たす生徒があることを確認した。また、これらの卒業生が一定期間を経過した後に、起業・独立創業を果た

すなど起業家として成長をしているのか、現在追跡調査を行っている。今年度は、昨年度に続き複数年度の傾

向を分析しており、同様の傾向があることを確認した。次年度は、この傾向が機械科のみのものか、他学科と

の比較を検討している。 
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